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１ ｅジャッジを起動しましょう。 

① デスクトップのｅジャッジアイコン  をダブルクリックすると、ログイン画面が起動します。 

② 「ユーザーID」と「パスワード」を入力して、[ログイン]をクリックして下さい。 
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IDと
ード

ログ

ユー  
パス  

 
 
 
 
 
 
 
               
 

③ メイン

様々な

                        

                            

 
 
■ メインボタンの機能（左上より） 

１ 生徒情報 生徒の登録や変更を行います

２ テスト作成・編集 診断テストを作成・編集しま

３ テスト印刷 作成した診断テストや模範解

４ 受験者登録 テストごとに受験者を設定し

５ テスト結果入力 テストの得点を生徒別に入力

６ テスト診断票出力 診断票を表示、印刷します 
７ 集計票出力 テスト結果をエクセルの一覧

８ システム設定 診断票のコメントや教室名の

９ プログラム終了 ｅジャッジを終了します 
 

         

＜初期設定＞ 
ザーID：１１１１
ワード：２２２２
パスワードを入力後、キーボ

の Enter キーを２回押しても
インできるよ。 

画面が起動します。左側のメインボタンで

操作を実行します。 
                         

 

 
す 
答を印刷します 
ます 
します 

表で出力します 
設定など様々な設定を行います 



２ 生徒を登録しましょう。 

① ［生徒情報］ボタンをクリックして「生徒情報」画面を開きます。 
② ［新規］ボタンをクリックします。 
③ 生徒氏名などの必要事項を入力して［確定］ボタンをクリックします。 

  ④ 生徒情報の変更は［編集］ボタンで行います。 
   
 

         

 

生徒情報
 ② 

  ①

 
 

■ eトレから生徒デ
※ 学習システ

ンポートす

  ⑤ ｅトレの「シス

クすると、「生徒

してください。

⑥ ｅジャッジの［

択して［開く］

 
 
 
 
 
 
 
 
           

      ｅトレシス
                
画面                   生徒情報登録/編集画面 

ータをインポートする場合 
ムｅトレをご使用の場合には、eトレに登録されている生徒データをｅジャッジにイ
ることができます。 
テム管理」画面から［データ出力］をクリックし、さらに［生徒情報出力］をクリッ

保存」という Excelファイルが作成されます。デスクトップなど任意の場所に保存
 
生徒情報インポート］ボタンをクリックし、⑤で保存した「生徒保存」ファイルを選

ボタンをクリックしてください。生徒情報がｅジャッジにインポートされます。 

 ⑥  

  ③ 
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 ⑤  

                  ｅトレ生徒ファイル選択

テム管理画面            
 ⑥  

画面 



３ 生徒グループを作成しましょう。 

 診断テストの受験者を設定するときに、あらかじめ生徒グループを登録しておくと、作業がスムーズになり

ます。学年やクラス単位でグループを作成してみましょう。 
   
① 「生徒情報」画面で［生徒リスト］ボタンをクリックして「生徒グループ一覧」画面を開きます。 

  ② 「生徒グループ一覧」画面で［新規］ボタンをクリックして「生徒グループ編集」画面を開きます。 
  ③ 生徒名の左にあるチェックボックスをクリックしてチェックマークを入れます。 
④ 矢印ボタンをクリックして生徒を選択します。 

  ⑤ グループ名を入力します。 
  ⑥ ［登録］ボタンをクリックして確定します。 
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生徒情報画面                      生徒グループ一覧画面 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
                                                                   生徒グループ編集

 ③ 

⑥ 

⑤ 

 ②   ①  

 
                                    
 ④  
画面 



４ 診断テストを作成しましょう。 

① ［テスト作成・編集］ボタンをクリックして「テスト作成・編集」画面を開きます。あらかじめ作成
されたテスト問題と様々な機能ボタンが表示されます。 

 
■ メニューボタンの機能（左から） 

１ 新規 新規の診断テストを作成します 
２ 編集 選択した診断テストを編集します 
３ テストコピー 選択した診断テストをコピーします。前に作成したテストやプ

リセットテストを編集利用して新たに作成する場合に便利です 
４ 配点入力 選択したテストの配点を設定します。自動で満点の設定が可能

です。また、手動で設問別に配点を設定できます 
５ コメント設定 テスト別に評価コメントを設定します 
６ 削除 選択したテストを削除します 

 
 ⑧ 
 
 

 
 
 
 

 ① 

 ④ 

 
 ③

⑤ 

 

⑦ 
 

 
   ② 

 
      テスト一覧画面          

 

③ 

④ 

更す

⑧ の の機能 

② ［新規］ボタンをクリックして「テスト作
作成したい教科・分野/単元をクリックしま
して複数の問題を選択します。 ※ 一度

問題にチェックマークを入れてから、矢印ボ

れます。 ※上下矢印ボタンで問題の順序

⑤ テスト名を入力してから、▼ボタンで学年

⑥ ［登録］ボタンをクリックすると問題作成

⑦ ▲▼ボタンで選択した問題の順番を変

そ 他のボタン （左から） 
１ 問題拡大 選択した問題を拡

２ 解答拡大 選択した問題の解

３ 問題プレビュー 設定した診断テス

４ 解答プレビュー 設定した診断テス
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 ⑥ 

        

ることができます

成・編集」画面を

す。表示された問

のテストで問題は

タンをクリック

を変更できます。

・教科を選択しま

が完了します。 

大表示します 
答を拡大表示し

ト全体の問題を

トの模範解答を
   テスト登録編集画面 

クリック

ると、選択された問題が右側に表示 さ

す。 

。 

開きます。 
題の左側のチェックボックスを

最大 8種類まで選択できます 
す

 

ます 
プレビューします 
プレビューします 



 

  

問題 そ の 。 

 
■ 問題の種別 
は れぞれ 単元に 3種類ずつあります。テストの目的に応じて種類を選択してください
１ 基礎１ 。月例テストや入塾時の診断テストなど、基本的な内容を確認する問題です

理解度確認用に適しています。 
２ 標準１ 用問題も含んだ標準的な問題です。中学の定期テストレベルに合わせた、応

定期テスト対策などに適しています。 
３ 標準２ 別問題です。定期テスト対策の別バリエーションとし

て利用できます。 
標準１と同レベルの

 
５ 

① ［
手順で必要な単元

② 

しいテストがコピーされ

 コピーして編集したテストは、テスト名を変更してくことをお勧めします。 

  ストがあら

① み］

② 

③ たテストを、必要に応じて編集し

  

① 

② 

③ 

④ 

常時

作成した診断テストを編集してみましょう。 

テスト作成・編集］ボタンをクリックして「テスト作成・編集」画面を開きます。編集したいテス

トを選択してから［編集］ボタンをクリックします。あとは新規作成の③④と同じ

を選択して編集した後、［登録］ボタンをクリックして問題編集を完了します。 
既存のテストを利用して別のテストを作成したい場合は、「テスト作成・編集」画面で元になるテス

トを選択してから［テストコピー］ボタンをクリックすると、上の行に新

ます。コピーされたテストを選択してから①と同じ手順で編集します。 
※

 
６ プリセットテストを利用してみましょう。 

かじめ用意されていて、必要に応じて利用することができます。 
「テスト作成・編集」画面の▼ボタンで、［表示絞り込

ｅジャッジには標準的な診断テ

の表示を「全て」または「OFF」に切り替えます。 
プリセットされた診断テストが全て表示されます。必要な

テストを選択して［テストコピー］をクリックします。 
コピーされて新しくでき

て利用してください。 

  

 ① 

 

■ テス

ｅジャッ

隠してお

「テ

しま

「表

ます

「テ

れた

表示
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います。 
   必要に応じて表示し、コピーしてご利用ください。 

や新規作成した診断テストなどで、普段利用しないテストを非表示にして

成・編集」画面で非表示にしたいテストの行を選択して、［表示 OFF］ボタンをクリック

替を行います」のメッセージが表示されたら、［OK］ボタンをクリックすると非表示になり

示絞り込み］の表示を切り替えることで、OFF で隠さ

テストを選択して、［表示ON］ボタンをクリックすると再び表示ONとなり、
表示されます。 

  ※ プリセットテストは通常は表示OFFモードで隠されて
            
 ②  

トの表示切替えについて 
ジはプリセットテスト

くことができます。 
スト作

す。 
示切

。 
スト作成・編集」画面の▼ボタンで［表

テストを再表示することができます。 
OFFになっている



７ 作成した診断テストの配点を設定しましょう。 

① 「テスト作成・編集」画面で配点を設定したいテストを選択し、［配点入力］ボタンをクリックして

「配点入力」画面を開きます。左側の表が大問別の問題数と配点、右側の表は選択した大問ごとの小

問の配点です。 
② 満点の枠に設定したい満点の得点を入力します。（例：１００） 
③ ［配点する］ボタンをクリックすると大問別、及び小問別の配点が②で設定した満点になるよう自動

的に配分されます。 
④ 配点が決まったら、［確定］ボタンをクリックして、配点編集を終了します。 
 
■手動で配点を編集する場合 
⑤ 左側の表で大問をクリックして選択すると、右側に選択した小問の配点が表示されます。変更したい

小問の配点を上書き入力してから［確定］ボタンをクリックすると、配点が変更されます。 

 

⑥ 手動で配点を変更した場合は、合計点数が最初に自動設定した点数とずれてきますので、手動で調整

してください。手動での編集が終了したら、［確定］ボタンをクリックして配点編集を終了します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ④ 

大問別
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  ① 
②満点設定を 
入力します 

配点一覧 
 ③  
小問別配点一覧 
⑤左で選択した

大問の小問配点

が表示されます 

⑥小問配点は手

動で上書き入力

することが可能

です。 



８ 診断票のコメントを設定しましょう。 

作成したテストごとに事前に診断票のコメントを設定することができます。３つのパターンから選択する方

法の他に、自分でコメントを編集して入力することも可能です。 
  ① 「テスト作成・編集」画面で［コメント設定］ボタンをクリックして「コメント設定」画面を開きま

す。 
② 右上のパターン選択で、希望するパターンをクリックしてコメントのパターンを選択します。 
③ eトレの対応コメントは左上の eトレコメントの有無で表示・非表示を設定することができます。 
 ＊ e トレの対応コメントは、学習システム e トレ（別システム）で学習するにあたって、対応する

単元を診断結果に表示する機能です。 
④ 評価基準の変更はコメント左側の数字を変更して行います。数字は大問の正答率を示しています。

Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれに正答率の最低基準値を入力します。 
■手動でコメントを編集する場合 
⑤ 変更したいコメントを直接上書きすることができます。コメントの変更は作成したテストにのみ反映

されます。 
⑥ 全ての設定が終わったら［確定］ボタンをクリックしてコメントの編集を終了します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コメント設定画面 
９ 診断テストを印刷しましょう。 

  ① ［テスト印刷］ボタンをクリックして「テスト印刷」画面を開きます。 
② 印刷したいテストの行をクリックして選択してから［テストを開く］ボタンをクリックします。Word
が起動してテストが自動的に作成されます。 

③ Wordのメニューバーから［印刷］をクリックして印刷画面を開きます。 
④ 必要な部数を入力してから、［OK］をクリックすると印刷できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 
③ 

④評価ランク編集

正答率による A・B・C評
価の基準正答率を変更す

ることができます。 
ランクの基準ラインを入

力します。 
 

 
 ① 

 ②  

⑥ 

 ③  

⑤コメント編集

コメントは直接上書きして

編集することができます。 

Word画面 
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テスト印刷画面 
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Word印刷画面 
 
 

10 模範解答を印刷しましょう。 

  ① ［テスト印刷］ボタンをクリックして「テスト印刷」

② 印刷したいテストの行をクリックして選択してから［

Wordが起動して模範解答が自動的に作成されます。 
③ ９③④の手順で模範解答を必要部数印刷します。 

 
■ 模範解答には大問番号の右側に設問ごとの配点が表示

ます。採点の際には表示された配点にしたがって得点

記入します。 
 
 
 

小問ごとの配点

が表示されます

11 受験者を登録しましょう。 

  ここからは診断票の作成準備に入ります。まずは診断テス

 ① ［受験者登録］ボタンをクリックして「受験者登録」

② 登録したいテストの行を選択してから［編集］ボタン

ます。 
③ テストを受ける生徒の左側のチェックボックスをクリ

 ④ 矢印ボタンをクリックすると、選択した生徒が右の枠

 ⑤ 生徒を選択し終えたら、登録ボタンをクリックすると

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 ① 

 ②   
 

 ④  

画面を開きます。 
解答を開く］ボタンをクリックします。 

され 
を 

Word模範解答画面 

 
 

トを受けた生徒を登録します。 
画面を開きます。 
をクリックして、登録画面を開き 

ックしてチェックマークを入れます。 
に移動します。 
登録が完了します。 

 ③ 

    

 ④ 

 ⑥  
 ⑤ 

 



 
■ 事前に作成した生徒グループを使って一括で生徒を登録することもできます。 
  ⑥ ［生徒グループ］ボタンをクリックして「テンプレート選択」画面を開きます。 
  ⑦ 生徒グループをクリックして選択し、［登録］ボタンをクリックします。 
    グループの生徒が一括で受験者登録されます。 
 
 
 
                                      テン

12 テスト結果を入力しましょう。 

 採点したテストの結果を入力します。 
  ① ［テスト結果入力］ボタンをクリックして「テスト結果入力」画面を開きます。

② テストの行を選択して［結果入力］ボタンをクリックします。 
③ 左側の受験者一覧の一番上の生徒から順番に得点を入力します。大問１の得点を

  ［Enter］キーを押すとカーソルが自動的に大問２の枠に移動します。 
  ※ 選択されている生徒の左側に マークが表示されます。 
④ 最初の生徒の得点の入力が終ったら［確定］ボタンをクリックして次の生徒の入

と同じ手順ですべての生徒の得点を入力します。 
※ ［確定］ボタンは押さなくても、最後の大問の得点を入力して[Enter]キー
次の生徒に移動します。 

  ⑤ 全ての生徒の得点入力が終わったら、［閉じる］ボタンで得点入力を完了します
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  ① 

  ② 

③得点を入

[Enter]キーを

 
13 診断票を出力しましょう。 

 採点したテストの結果を入力します。 
  ① ［テスト診断票出力］ボタンをクリックして「診断票出力」画面を開きます。 
② テストの行を選択して［OK］ボタンをクリックします。 

  ③ 右側のチェックボタンをクリックして順位・平均点・印刷表示のオプションを選
  ⑦ 

プレート選択画面 

 

入力して 

力を開始します。③

を押すと、自動的に

 

力して

押す 
 
 
 

 
 ④ 
 
択します。 
⑤ 



  ■ 診断票のオプション設定 

順位 

平均点 

・ 全員：受験者全体での順位や平均点を表示します。 
・ 出力者のみ：選択した生徒のみ対象の順位や平均点を表示します。 
・ 表示しない：順位や平均点を表示しません。 

印刷表示 

診断票の印刷モードを設定します 
・ カラー：カラープリンターで印刷する場合選択します。 
・ 白黒：モノクロプリンターで印刷する場合選択します。 

④ 生徒の左側のチェックボックスをクリックして、診断票を出力したい生徒を選択します。 
  ■ 一人ずつ確認して印刷する場合 
⑤ ［診断票出力］ボタンをクリックして「個人診断票」画面を開きます。 
⑥ 票の内容を確認したら［印刷］ボタンで印刷します。［次へ］ボタンで次の生徒の診断票を開き、同

様に印刷します。 
※ コメント枠に個人ごとのコメントを入力することができます。 

  ⑦ 印刷が完了したら、［閉じる］ボタンで終了します。 
  ■ まとめて印刷する場合 
⑧ ④で生徒を選択し、そのまま［印刷］ボタンをクリックすると、選択した生徒の診断票が一括で印刷

できます。 
 
 
 

 
 

 

  ① 

 ③   ④  
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 ② 

 
 

     ⑥ ⑦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

診断票プレビュー画面  
 ⑤  ⑧  

生徒個々にコメ

を入力すること

きます。 
※ 個人ごとに入力

メントは保存す

ができません。 
ント

がで
したコ

ること
 
  



14 集計表を出力しましょう。 

 テストの結果は個人別の診断票のほか、Excelの一覧表として出力することができます。 
  ① ［集計表出力］ボタンをクリックして「集計表出力」画面を開きます。 
  ② テストを選択して［OK］ボタンをクリックすると、Excelが起動して集計表が表示されます。 
  ※ Excelの集計表は必要に応じて加工してご利用ください。 
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   ① 

  ② 集計表出力画面              Excel集計画面 
 
 
15 システムの設定について 

 診断票に表示する教室名やロゴの設定、教科ごとのコメントなど様々な設定を行うことができます。 
  ① ［システム設定］ボタンをクリックして「システム設定」画面を開きます。 
  ② eトレコメントの設定：診断票のコメント欄に eトレの対応単元を表示するかどうかを選択します。 
    ・eトレを導入している場合は『有』、していない場合は『無』をクリックしてください。 
    ・「eトレ単元」という名称を変更することができます。教室で eトレを別名で実施している場合、 
     教室での呼称にあわせて変更してください。 
  ③ ロゴの登録：診断票に表示するロゴを設定します。［学校/塾のロゴ登録］ボタンをクリックして 

「データ出力処理」画面を開き、あらかじめ作成しておいたロゴファイルを選択してください。 
※ ロゴファイルの仕様：142pixel×43pixelのジェーペグファイル（JPEG）またはビットマップフ
ァイル（BMP）を作成しておくと、きれいに表示されます。画像ファイルにつきましては、一般
的な画像ソフトをご利用ください。 

  ④ 塾名（教室名）の登録：診断票に表示する塾名（教室名）を入力してください。 
  ⑤ コメントパターンの選択：診断票に表示されるコメントを３つのパターンから選択することができま

す。 
  ⑥ コメントの編集：診断票に表示するコメントを自由に編集することができます。 
    ※ システム設定画面でのコメント編集とは別に、作成したテストごとにコメントの編集ができます。

その場合は、テスト作成・編集画面からコメントの設定を行ってください。 
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     診断票単元別評価欄 
 
 
 
 
 
 
 
  

教室での「e トレ」の呼称にあわせて
表示を変更できます。 

診断票の単元別評価の欄に、eトレの分野
No.・単元 No.・単元名が表示されます。
非表示にすることも可能です。 

診断票のカラー・モノ

クロを選択します 
診断票に表示するロ

ゴマークや教室名を

指定します 

診断票のコメントを

３つのパターンから

選択します 
 
 
 
 
 
 
 システム設定画面 

コメントは自由に編

集することができま

す。 

 
16 ｅジャッジアップデートとセキュリティアラートに関して 

 ｅジャッジはセキュリティチェックとプログラムのメンテナンスのために、年 3回の定期的なアップデート
が必要です。下記の手順で定期的にｅジャッジのアップデートを行ってください。 
① 2月・6月・10月の年 3回、診断システムを起動した際に更新アラートが表示されます。 
② ｅジャッジホームページ（http://www.e-train.co.jp/ej）のからｅジャッジ更新プログラムをダウンロー
ドしてください。 

③ ホームページの案内にそって、更新プログラムを実行してください。システムのセキュリティチェック

及びアップデートが行われます。 
※ アップデートはシステムの違法使用の防止と、プログラムのメンテナンスのために、必ず年 3回
の実行が必要となります。アラートが表示されたまま 1ヶ月放置した場合、一旦システムにロッ
クがかかって起動できなくなりますのでご注意ください。 

※ 起動ロックがかかった場合でも、アップデートを実行すれば、その場で使用可能になります。 
                                                                

  ■ 2月・6月・10月の年 3回更新アラートが表示されます。       
当月内にｅジャッジホームページからアップデートプ 
ログラムをダウンロードして実行してください。               ｅジャッジ更新アラート画面 

http://www.e-train.co.jp/ej/


17 ｅジャッジサポートに関して 

ｅジャッジのご利用に関してご不明な点やお困りの点などございましたら、下記ｅトレサポートセンター

までお問い合わせください。 
 

  

 ｅトレサポートセンター  

サポート時間： 平日午前 9時 30分～午後 6時 30分 
〒160-0022 

       東京都新宿区新宿 1－１０－５ 岡田ビル４F 
TEL: 050-3367-6673 

FAX: 03-5919-1555 

Email: ls-info@lsoft.co.jp
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ｅジャッジご使用方法やシステムに関するお問い合わせは 

          下記ｅトレサポートセンターまでお願いします。 

 

 
                

      ｅトレサポートセンター 
サポート時間： 平日 9:30～18:30 

 

TEL: 050-3367-6673 

FAX: 03-5919-1555 

Email ft.co.jp 

このマニュアルは 2008年 3月
: ls-info@lso
16

(ｴﾙ)    (ｴﾙ) 

 

現在のプログラムに対応しております。 
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